
公民館での勤務を希望される方へ（公民館職員募集要領） 

① 日勤     ②夜勤 

主な業務内容 

・公民館の窓口受付及び事務（パソコン操作有り） 

・主催講座の企画・運営  

・公民館図書室運営業務 

・その他公民館施設の維持管理に関する諸業務 
 （備品交換、簡易清掃を含む） 

主な業務内容 

・公民館の窓口受付及び事務（パソコン操作有り） 

・その他公民館施設の維持管理に関する諸業務 

 （備品交換、簡易清掃を含む） 

 

応募資格 

上記の業務が可能で、下記の条件を満たす方 

・公民館の仕事や社会教育に意欲を持って取り組むことができる 

・年間を通して、土日を含めた勤務が可能である 

・簡単なパソコン操作（Word、Excel を含む）ができる 

・図書室の管理・運営に興味がある  

勤務条件 

・勤務場所 市内公民館 

・勤務日数 土・日曜日を含む原則月 14 日程度 

      ※別途研修やシフト外勤務をお願いする場   

合もあります 

・勤務時間 通常午前 8 時 40 分～午後 5 時 10 分 

（午前８時４０分～午後９時２０分） 

     ※実働 7 時間 45 分（45 分休憩） 

・その他    雇用保険、共済組合及び厚生年金保険加入

あり、労災適用 

 

勤務条件 

・勤務場所 市内公民館 

・勤務日数 土・日曜日を含む週 3～4 日程度 

     （年間１６６日程度） 

 ※別途研修やシフト外勤務をお願いする場

合もあります 

・勤務時間 午後 4 時 50 分～午後 9 時 20 分 

※実働 4 時間 30 分 

・その他   雇用保険、共済組合及び厚生年金保険加入

なし、労災適用 

・採用期間  令和６年 4 月 1 日～令和７年 3 月 31 日 

・報  酬  時給１,１１５円（地域手当を含む） 

       期末・勤勉手当支給（７月、１月） 

・交 通 費  規程により支給 

・有給休暇  任用の 6 ヵ月後から付与 

受付方法  

願書を社会教育課へ郵送 または持参（各公民館への提出不可） 

申し込みについて 

願書提出 ⇒ 社会教育課で登録 ⇒ 選考（面接） ⇒ 選考結果のご連絡 ⇒ 採用 

  

 公民館では通年で社会教育課に登録を希望する方を募集します。必要に応じ、登録者へお声がけします。 

申し込み・問い合わせ先 

市川市教育委員会 生涯学習部 社会教育課（採用担当） 

住所：〒272-8501 市川市南八幡 2-20-2 市川市教育委員会 生涯学習部 社会教育課 

電話：047（320）3343（直通） 

 
※ お申し込みいただいた願書等の書類は、採用目的以外には使用しません。 

不採用の場合でも書類は返却しません。あらかじめご了承ください。 

※ なお、この募集は、令和６年度市川市一般会計予算の成立を条件とするものです。   

※ 登録後すぐ採用されるものではありません。 

※ また必ずしも採用されるものでもありませんのでご了承ください。 

 

 

 

 

 



 

      皆様からお寄せいただく質問をまとめました。 

 

日勤と夜勤など異なる職種に申し込むことはできますか？ 

申し込みは可能ですが、両方を兼務することはできません。 

経験や資格がなくても大丈夫ですか？ 

経験や資格の有無は問いませんが、社会教育主事、司書など資格をお持ちの方は願書にご記入ください。 

主催講座の企画・運営とはどのような仕事ですか？ 

 公民館で実施する主催講座の内容を検討し、講師の選定、依頼及び、調整等の企画業務を行います。 

 また、受講者の募集・決定・講座の進行等が運営業務となります。 

公民館図書室運営業務とはどのような仕事ですか？ 

 公民館図書室での図書の貸出、返却等窓口の受付業務です。 

パソコンが使えないと働くことができませんか？ 

施設予約などの業務で、必ずパソコンの取り扱いが必要になります。 

勤務地は決まっているのですか？ 

採用決定後に、通勤経路などを考慮し配属先を決定します。 

任用期間は決まっていますか？ 

任用期間は 1 年間（令和７年３月３１日まで）です。 

公民館の休館日はいつですか？ 

公民館の休館日は、祝日法による休日・年末年始・毎月最終月曜日です。 

原則として休館日の勤務はありませんが、行事や研修等で出勤となる場合があります。 

残業はありますか？ 

研修、主催講座または事故、災害などの突発的な理由によりシフト外勤務をお願いする場合があります。 

勤務体制について詳しく教えてください。 

公民館の勤務体制は、複数の職員によるシフト制となっております。 

そのため、土曜日や日曜日も含めて、全ての曜日に出勤できる方を採用しております。 

（特定の曜日を出勤日として指定することはできません。） 

採用後の身分は？ 

市川市の会計年度任用職員として採用されます。 

地方公務員法の服務に関する規定が適用されます。 

（詳細は、別紙「勤務条件に関する留意事項」をご確認ください） 

 
その他ご不明な点は、社会教育課にお問い合わせください。 

市川市教育委員会 生涯学習部 社会教育課（採用担当）電話：047-320-3343（直通） 

 



勤務条件に関する留意事項 
 
１． 任用根拠について 

この任用は、地方公務員法第２２条の２の規定に基づく「会計年度任用職員」として任用するもの

です。 
 

２． 服務に関する規程の適用について 
会計年度任用職員についても、地方公務員法上の服務に関する規定が適用されますのでご留意くだ

さい。 
・ 服務の根本基準（地方公務員法第３０条） 
・ 服務の宣誓（地方公務員法第３１条） 

※ 服務の宣誓は、任期ごとに行う必要があります。 
・ 法令等及び上司の職務上の命令に従う義務（地方公務員法第３２条） 
・ 信用失墜行為の禁止（地方公務員法第３３条） 
・ 秘密を守る義務（地方公務員法第３４条） 
・ 職務に専念する義務（地方公務員法第３５条） 
・ 政治的行為の制限（地方公務員法第３６条） 
・ 争議行為等の禁止（地方公務員法第３７条） 
・ 営利企業への従事等の制限（地方公務員法第３８条） 

※ パートタイムの会計年度任用職員については、営利企業への従事等の制限の対象外ですが、職

務専念義務や信用失墜行為の禁止等の服務規律が適用されます。また、市での勤務時間と、兼

業先の勤務時間との合計が、労働基準法第 32 条で定める労働時間（休憩時間を除き、1 日 8
時間又は週 40 時間）を超える場合は、原則、勤務させることができません。また、これらの

確認のため、営利企業への従事等に関し、報告を求めることがあります。 
その他、市川市服務規程、市川市職員倫理規則、市川市職員等表彰規則等、市の各種規程が適用され、

かつ、表彰、分限・懲戒処分等の対象となりますので、ご留意ください。 
 
３． 条件付採用について 

任期、勤務日数又は勤務時間の長短や前職の勤務実績の有無等にかかわらず、採用日から 1 か月間

は、条件付採用となります（地方公務員法第２２条の２第７項）。 
また、採用後１月間の勤務日数が１５日に満たない場合には、その日数が１５日に達するまで（最

長任期の末日まで）延長されます。 
なお、再度の任用の場合においても、その都度、条件付採用期間が設定されます。 
条件付採用期間中の職員は、地方公務員法第 29 条の 2 の規定により、分限・懲戒処分の手続き等

に関する規定の適用が除外されます。 
 

４． 研修について 
 研修については、職場での実際の業務をとおした研修（OJT）を行うほか、総務部が主催する会計

年度任用職員向け研修への任意申込が可能です。 
 
５． 再度の任用について 

任期については、手続なく「更新」されたり、長期にわたって継続して勤務が約束されるものでは

ありません。年度ごとに新たな職として設定していきます。同一の職務内容の職が翌年度設置される

場合、平等取扱いの原則や成績主義の下、客観的な能力の実証を経て任用が決定されます。 
なお、従前の勤務実績に基づく公募によらない再度の任用は、原則 2 回（当初の採用から原則３年）

までとしています。毎年度公募することもありますので、予めご承知おきください。 
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